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第
15
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隊
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し こ く
１

小野田防衛大臣政務官来隊 （１面）

新隊員教育 （１面）

令和５年度自衛隊統合防災演習 （１面）

各種集合訓練等 （２面）

主な記事

自衛官候補生課程

第
14
旅
団
は
、
６
月
下
旬
、
令
和
５
年

度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
及
び
令
和
５
年

度
方
面
隊
実
動
演
習
（
災
害
対
処
）
に
参

加
し
た
。

本
訓
練
は
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
を
想
定
し
、
旅
団
司
令
部
の
指

揮
・
幕
僚
活
動
に
つ
い
て
演
練
す
る
と
と

チャレンジコインの交換

小野田防衛大臣政務官来隊

新隊員教育

も
に
、
初
動
派
遣
部
隊
、
航
空
・
地
上
偵

察
部
隊
か
ら
の
報
告
及
び
映
像
伝
送
に
よ

り
発
災
初
期
の
被
害
情
報
の
収
集
を
行
っ

た
。訓

練
終
了
後
は
、
今
回
の
訓
練
成
果
及

び
教
訓
を
分
析
・
検
討
し
更
な
る
災
害
対

処
能
力
の
向
上
に
繋
げ
た
。

１５即機
５ ０ 連

第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊
長

徳
淵
文

雄
１
等
陸
佐
）
は
、
６
月
24
日
、
善
通
寺
駐

屯
地
に
お
い
て
、
第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

山
内
和
也
１
等
陸
佐
）
は
、
６
月
25

日
、
高
知
駐
屯
地
に
お
い
て
、
自
衛
官
候
補

生
課
程
修
了
式
を
挙
行
し
た
。

教
育
間
、
突
然
の
雨
や
初
夏
の
暑
さ
に
耐

え
、
慣
れ
な
い
団
体
生
活
に
も
苦
労
し
た
75

名
の
隊
員
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
に
逞
し
く
凛

と
し
た
姿
で
修
了
式
に
臨
み
約
３
ヶ
月
に
わ

た
る
教
育
を
終
え
た
。

各
駐
屯
地
に
お
い
て

修
了
式
を
実
施

出動（第５０普通科連隊）

中部方面特科隊

第１４施設隊

第５０普通科連隊

第１４通信隊第１４後方支援隊

修了証書授与
（第１５即応機動連隊）

宣誓
（第５０普通科連隊）

第１５即応機動連隊

－第１４旅団及び善通寺駐屯地を視察－

指針を示す大場旅団長

ＭＣＶ体験搭乗

関
連
＝
❹
面

第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
陸
将
補
）

は
、
７
月
14
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い

て
、
小
野
田
防
衛
大
臣
政
務
官
の
部
隊
視

察
を
受
察
し
た
。

第
３
営
舎
地
区
で
政
務
官
を
出
迎
え
後
、

慰
霊
碑
へ
ご
案
内
し
御
霊
に
献
花
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
第
14
旅
団
及
び
善

通
寺
駐
屯
地
の
概
況
、
即
応
機
動
に
任
ず

る
部
隊
の
意
義
・
重
要
性
並
び
に
南
海
ト

ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
す
る

と
と
も
に
、
部
隊
の
問
題
認
識
等
を
確
認

し
て
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
、
令
和
５
年
度
国
内
に
お
け

る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
前
段
（
指
揮

所
演
習
）
の
訓
練
状
況
、
Ｍ
Ｃ
Ｖ
の
体
験

搭
乗
及
び
乃
木
資
料
館
を
視
察
の
後
、
営

内
班
長
や
分
隊
長
な
ど
の
中
堅
陸
曹
と
懇

談
に
よ
り
隊
員
が
抱
え
る
問
題
認
識
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
参
加
隊
員
に
激
励
を

い
た
だ
い
た
。政

務
官
は
、
国
民
の
高
い
期

待
に
応
え
ら
れ
る
自
衛
隊
と

し
て
今
あ
る
問
題
点
を
改
善

す
べ
く
隊
員
の
生
の
声
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
た
。

な
お
昼
食
で
は
、
香
川
県

の
ソ
ー
ル
フ
ー
ド
「
骨
付
き

鳥
・
鶏
飯
」
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
。



マリンレーダ
（第１４偵察隊）

射撃諸元を算定する隊員 弾着標定を行うレーダ班気象を測定する気象班 射弾の判定及び修正を行う隊員

第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊
長

徳
淵
文
雄
１
等
陸
佐
）
は
、
６
月
、

日
本
原
演
習
場
（
岡
山
県
）
に
お
い

て
中
隊
等
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

当
初
、
駐
屯
地
に
お
い
て
訓
練
開

始
式
が
行
わ
れ
、
徳
淵
連
隊
長
は

「
戦
闘
力
を
組
織
化
し
、
指
揮
の
要

訣
を
実
践
せ
よ
」
「
危
険
見
積
を
継

続
的
に
実
施
し
、
各
種
管
理
を
万
全

に
せ
よ
」
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
防
衛
出
動
下
令
下
の
法
令
遵
守
）

を
意
識
せ
よ
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。

各
中
隊
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮

官
を
核
心
と
し
て
周
到
に
作
戦
準
備

を
実
施
し
、
対
抗
部
隊
で
あ
る
第
７

普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）
の
攻
撃
に

対
し
て
強
靭
な
防
御
戦
闘
を
遂
行
し

た
。
訓
練
の
終
始
を
通
じ
、
大
き
な

事
故
も
な
く
無
事
に
任
務
を
達
成
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
練
成
訓
練
に

向
け
た
多
大
な
資
を
獲
得
し
た
。

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８２号 令和５年（2023年）６・７月四 国

第１５即応機動連隊

第５０普通科連隊

第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

山
内
和
也
１
等
陸

佐
）
は
、
令
和
５
年
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
の
間
、

日
本
原
演
習
場
（
岡
山
県
）
に
お
い
て
連
隊
野
営
を
実

施
し
た
。

初
夏
の
猛
暑
の
中
、
各
隊
員
は
自
身
の
任
務
を
理
解

し
、
任
務
遂
行
に
邁
進
し
た
。

各種集合訓練の１コマ

英語集合訓練
（第１４旅団司令部）

スピーチの同時通訳を
行う。

補助担架員集合教育
（第１４後方支援隊）

負傷隊員の手当てを行
い衛生隊員の位置まで
担架搬送を行う。

部隊相談員集合訓練
（第１４旅団司令部）

心理幹部を相談役として
傾聴技法により
カウンセリングを行う。

機能別訓練（観測）
（第１４旅団司令部）

目標標定器を使用し、
方向・距離などを測る。

連隊野営訓練

対海上りゅう弾砲射撃訓練を実施

中
部
方
面
特
科
隊(

隊

長

細
川
香
宣
１
等
陸

佐
）
は
、
６
月
下
旬
、
佐

多
射
撃
場
（
鹿
児
島
県
）

に
お
い
て
、
第
15
即
応
機

動
連
隊
及
び
第
14
偵
察
隊

と
協
同
し
、
令
和
５
年
度

対
海
上
り
ゅ
う
弾
砲
射
撃

訓
練
を
担
任
・
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
各
種
セ

ン
サ
ー
を
使
用
し
た
標
定

か
ら
射
撃
ま
で
の
一
連
の

要
領
に
つ
い
て
検
証
し
、

海
上
目
標
に
対
す
る
情
報

と
火
力
の
連
携
に
つ
い
て

練
度
向
上
を
図
っ
た
。

本
訓
練
を
通
じ
て
、
海

上
に
お
け
る
移
動
目
標
の

標
定
か
ら
射
撃
ま
で
の
一

連
の
流
れ
に
係
る
教
訓
事

項
を
収
集
し
、
今
後
の
練

成
訓
練
の
資
と
し
た
。

中部方面特科隊

連
隊
野
営
の
実
施

編成完結式の様子

対空警戒を実施する隊員

敵装甲車に対して
射撃する隊員

作戦地域へ前進

有線構成を実施する隊員

海上目標に対し射撃するＦＨ７０

警戒を行うＭＣＶ

近接戦闘前の小銃分隊

有線構成を実施する隊員 ＭＣＶの修理・整備

ＭＣＶ及びＵＡＶ
（第１５即応機動連隊）

標定訓練の様子

練成訓練「化学（養成）」
（第１４特殊武器防護隊）

携帯用除染機を活用し
汚染された車両の
除染を行う。



無人偵察機（スキャンイーグル２）
の回収状況

射
撃
準
備
の
様
子

監
視
哨
に
よ
る
偵
察

空
実
射
本
番
ま
で
最
高
の
状
態

を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
小
隊
一

致
団
結
、
一
撃
必
墜
・
要
撃
成

功
の
成
果
を
収
め
た
い
。
」
と

語
っ
た
。

第
14
高
射
特
科
隊
は
、
師
団

等
対
空
実
射
訓
練
に
お
い
て
命

中
要
撃
成
功
の
評
価
を
獲
得
す

る
べ
く
、
ま
た
、
旅
団
唯
一
の

対
空
部
隊
と
し
て
日
々
練
度
向

上
に
励
ん
で
い
る
。

県
）
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

対
空
実
射
訓
練
に
向
け
た
練
成

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
11
式
短
距
離
地

対
空
誘
導
弾
（
11
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
）

等
を
保
有
す
る
全
国
の
師
・
旅

団
の
高
射
特
科
部
隊
が
射
撃
準

備
、
模
擬
実
射
及
び
対
空
実
射

に
お
い
て
の
評
価
を
受
け
る
高

射
特
科
部
隊
と
し
て
最
大
規
模

の
訓
練
に
向
け
た
事
前
練
成
で

あ
る
。

小
隊
長
（
柵
木
祥
吾
３
等
陸

尉
）
を
核
心
と
し
、
年
度
当
初

か
ら
綿
密
な
計
画
・
訓
練
を
実

施
し
、
練
度
を
向
上
さ
せ
て
き

た
。柵

木
小
隊
長
は
、
「
今
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
練
成
の
成
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
対

開
か
つ
地
の
通
過

に
併
せ
た
事
前
訓
練
を
含
め
、

３
回
の
飛
行
を
実
施
し
た
。

東
富
士
で
の
飛
行
は
２
回
目

で
あ
り
、
前
回
の
飛
行
か
ら
比

較
す
る
と
機
体
の
組
み
立
て
・

点
検
に
係
る
一
連
の
動
作
が
格

段
に
向
上
し
て
お
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
訓
練
に
お
い
て
は
特
に
各

部
隊
と
連
携
し
た
情
報
活
動
を

円
滑
に
行
う
た
め
の
飛
行
を
意

本
訓
練
検
閲
で
は
、
旅

団
の
反
撃
に
資
す
る
情
報

収
集
に
任
ず
る
各
種
行
動

を
評
価
し
た
。

行
動
に
先
立
ち
、
善
通

寺
駐
屯
地
に
お
い
て
隊
容

検
査
を
実
施
し
、
作
戦
準

備
の
状
況
を
確
認
し
た
。

こ
の
際
、
第
一
線
救
護
及

び
特
殊
武
器
攻
撃
の
状
況

を
付
与
し
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
で
き
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
出

動
権
限
及
び
敵
装
備
等
に

関
す
る
事
項
を
識
能
試
験

に
よ
り
各
隊
員
が
任
務
達

成
に
必
要
な
知
識
を
保
持

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。行

動
開
始
以
降
は
、
善

通
寺
駐
屯
地
か
ら
の
移
動

に
引
き
続
き
、
監
視
網
を

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

堀
慎
也
２

等
陸
佐
）
は
、
６
月
中
旬
、
日
本
原

演
習
場
（
岡
山
県
）
に
お
い
て
、
小

隊
（
小
隊
長

齋
藤
啓
太
１
等
陸

尉
）
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

３

第
14
後
方
支
援
隊

第 １ ４ 偵 察 隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８２号 令和５年（2023年）６・７月四 国

雨

ニ

モ

マ

ケ

ズ

不
撓
不
屈
の
精
神
で
敵
情
解
明

小隊訓練検閲を実施

速
や
か
に
構
成
す
る
と
と
も
に
、※

３
夜
４
日

に
わ
た
り
監
視
哨
に
よ
る
偵
察
及
び
斥
候
に

よ
る
偵
察
を
実
施
し
た
。
特
に
、
斥
候
に
お

い
て
は
、
雨
が
降
り
続
く
悪
天
候
に
み
ま
わ

れ
た
も
の
の
、
女
性
斥
候
を
は
じ
め
全
隊
員

が
自
ら
の
力
を
出
し
切
る
と
と
も
に
、
悪
天

候
を
利
用
し
た
行
動
の
秘
匿
等
に
よ
り
、
必

要
な
情
報
資
料
及
び
目
標
情
報
の
収
集
を

行
っ
た
。

齋
藤
小
隊
長
の
指
揮
の
下
、
要
望
事
項
で

あ
る
「※

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｔ
で
考
動
（
こ
う
ど

う
）
せ
よ
」
を
各
人
が
実
施
し
小
隊
一
丸
と

な
り
、
無
事
に
任
務
を
完
遂
し
た
。

※３夜４日… 自衛隊では、昼夜を通して連続状況下で訓練を行う
場合、宿泊することがない為、〇夜〇日と表現する。

※ＭＥＴＴ-Ｔ…部隊が任務を遂行する際に考慮すべき事項の頭文字
をとったもの。
Mission（任務）、Enemy（敵情）、
Terrain and Weather（地形・気象）
Troops（部隊）、Time（時間）

第 １ ４ 情 報 隊

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

佐
藤
欣
央
１
等
陸
佐
）
は
、

６
月
中
旬
、
日
本
原
演
習
場

（
岡
山
県
）
に
お
い
て
令
和

５
年
度
隊
訓
練
検
閲
を
実
施

し
、
即
応
機
動
直
接
支
援
中

隊
（
中
隊
長

戸
倉
達
也
３

等
陸
佐
）
の
練
度
を
評
価
し

た
。本

訓
練
検
閲
は
、
第
15
即

再 び 富 士 の 空 へ
富士総合火力演習に参加

第
14
情
報
隊
（
隊
長

甲
斐
清
博
２
等
陸
佐
）

は
、
５
月
中
旬
か
ら
下

旬
の
間
、
東
富
士
演
習

場
（
静
岡
県
）
に
お
い

て
富
士
総
合
火
力
演
習

に
参
加
し
た
。

本
演
習
の
参
加
に
伴

い
、
富
士
教
導
団
と
連

携
し
、
演
習
シ
ナ
リ
オ

識
し
て
訓
練
に
臨
ん
だ
。

最
後
に
、
第
14
情
報
隊
長
は

「
善
通
寺
駐
屯
地
か
ら
の
長
距

離
機
動
及
び
飛
行
訓
練
が
整
斉

と
安
全
に
実
施
で
き
た
こ
と
は

大
変
う
れ
し
い
。
歴
史
の
浅
い

部
隊
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

益
々
飛
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊

長

鶴
ヶ
野
翔
太
２
等
陸

佐
）
は
令
和
５
年
７
月
上

旬
、
小
野
訓
練
場
（
愛
媛

第１４高射特科隊

令
和
５
年
度
師
団
等
対
空
実
射
に
向
け
た
練
成

周囲を警戒中

飛
行
前
の
最
終
調
整

弾薬再搭載において
機材の操作をする隊員

令和５年度隊訓練検閲（日本原）

応
機
動
連
隊
を
直
接
支
援

す
る
野
整
備
部
隊
の
行
動

を
課
目
と
し
て
設
定
し
て

お
り
、
受
閲
部
隊
は
訓
練

検
閲
に
先
立
つ
課
題
受
領

以
降
、
善
通
寺
駐
屯
地
に

お
い
て
関
係
部
隊
等
と
綿

密
に
調
整
を
実
施
し
作
戦

準
備
を
完
整
し
た
。

実
動
で
は
高
温
多
湿
及

び
雨
天
の
厳
し
い
気
象
条

件
の
中
、
３
夜
４
日
に
わ

た
る
野
整
備
支
援
を
評
価
し

た
。受

閲
部
隊
は
統
裁
官
要
望

事
項
で
あ
る
「
挑
戦
」
「
克

己
」
の
２
点
に
対
し
、
新
た

な
運
用
に
挑
戦
す
る
と
と
も

に
、
隊
員
は
、
各
種
施
設
の

警
戒
、
開
設
、
維
持
・
運
営
、

築
城
並
び
に
各
種
整
備
回
収

支
援
を
完
遂
し
本
検
閲
を
終

了
し
た
。

ＭＣＶの回収

有刺鉄線の設置

野外整備（車両）の実施



高所における通信線の構成

システム防護隊によるサーバ監視

地域除染 除染所開設画像伝送

指揮所開設・運営

被支援部隊と調整を行う佐藤小隊長
（写真：中央）

後
退
支
援

（
地
雷
設
置
）

難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
小
隊
一
丸
と
な
っ

て
状
況
間
発
生
し
た
様
々
な
問
題
を
克
服
し
、

任
務
を
達
成
し
た
。

施
設
隊
は
、
小
隊
の
各
種
行
動
に
つ
い
て

確
認
及
び
評
価
を
実
施
し
、
隊
検
閲
を
見
据

え
、
問
題
点
を
分
析
し
、
更
な
る
練
度
の
向

上
を
促
し
た
。

第
14
施
設
隊
（
隊
長

𠮷
田
正
幸
２
等

陸
佐
）
は
、
令
和
５
年
６
月
中
旬
、
日
本

原
演
習
場
（
岡
山
県
）
に
お
い
て
小
隊
訓

練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
小
隊
長(

佐
藤
幸
輔
３

等
陸
尉
）
を
核
心
と
し
、
日
々
の
訓
練
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
困 バトラーを使用し射撃練度を

確認する隊員

４

バトラーを活用しイメージアップを図る

第１４通信隊

第１４施設隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８２号 令和５年（2023年）６・７月四 国

第１４飛行隊

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

ド
ア
ガ
ン
射
撃
予
習
訓
練
を
実
施

第
14
飛
行
隊
（
隊

長

福
重
誠
啓
２
等
陸

佐
）
は
、
令
和
５
年
６

月
中
旬
、
国
分
台
演
習

場
（
香
川
県
）
に
お
い

て
令
和
５
年
度
ド
ア
ガ

ン
射
撃
予
習
訓
練
を
担

任
・
実
施
し
た
。

ド
ア
ガ
ン
射
撃
は
、

隊
員
の
乗
降
や
物
資
の

積
み
降
ろ
し
の
際
に
火

力
支
援
す
る
目
的
で
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
扉
付

近
に
機
関
銃
を
装
備
し

て
射
撃
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
訓
練
は
、
７
月

に
佐
多
射
撃
場
（
鹿
児

島
県
）
に
お
い
て
行
わ

れ
る
実
弾
射
撃
訓
練
の

た
め
の
段
階
的
な
訓
練

で
あ
り
、
射
手
の
個
癖

及
び
ド
ア
ガ
ン
射
撃
の

特
性
に
応
じ
た
照
準
要

領
を
訓
練
す
る
と
と
も

に
、
射
手
と
操
縦
士
の

連
携
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
15
即
応
機
動

連
隊
及
び
第
50
普
通
科
連
隊
の

各
射
手
が
、
バ
ト
ラ
ー
（
交
戦

用
訓
練
装
置
）
を
用
い
て
移
動

す
る
航
空
機
か
ら
地
上
の
的
に

対
し
て
射
撃
予
習
を
行
っ
た
。

第
14
飛
行
隊
の
射
手
も
含
め
、

一
連
の
射
撃
要
領
に
習
熟
し
、

所
望
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

射撃位置まで移動中

旅団検閲を見据え更なる練度向上を図る

命
令
下
達

第
14
通
信
隊
（
隊
長

小
野
田
怜

２
等
陸
佐
）
は
、
６
月
中
旬
、
小
野

演
習
場
（
愛
媛
県
）
に
お
い
て
令
和

５
年
度
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
部
隊
の
野
外
行
動
に

お
け
る
練
度
の
概
成
と
第
３
０
３
シ

ス
テ
ム
防
護
隊
と
の
協
同
訓
練
に
よ

り
、
相
互
の
連
携
要
領
を
確
認
す
る

こ
と
を
主
眼
に
実
施
し
た
。

各
小
隊
は
雨
が
降
る
中
、
各
種
装

備
品
の
偽
装
、
退
避
壕
や
重
機
関
銃

掩
体
の
構
築
等
を
実
施
し
て
そ
の
完

成
度
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
短
時

間
で
確
実
に
通
信
組
織
を
構
成
す
る

要
領
に
つ
い
て
練
成
し
た
。

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

西
原
清
隆
３
等
陸
佐
）
は
、
６
月

下
旬
、
善
通
寺
駐
屯
地
及
び
小
野

訓
練
場
（
愛
媛
県
）
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演

習
（
以
下
「
０
５
Ｊ
Ｘ
Ｒ
」
と
い

う
。
）
等
に
参
加
（
指
揮
所
訓
練

及
び
実
動
訓
練
）
す
る
と
と
も
に

自
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

０
５
Ｊ
Ｘ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
伴
う
計
画

の
実
効
性
等
の
検
証
、
指
揮
幕
僚

活
動
及
び
発
災
か
ら
部
隊
展
開
ま

で
の
一
連
の
行
動
を
実
施
し
て
、

地
震
発
生
時
の
対
処
能
力
の
維

持
・
向
上
を
図
っ
た
。

特
に
、
実
動
訓
練
に
お
い
て
は
、

気
温
30
度
を
超
え
る
炎
天
下
の
中
、

※

避
難
退
域
時
検
査
場
所
の
予
定

地
域
に
お
い
て
、
衛
生
通
信
器
材

（
Ｂ-

Ｇ
Ａ
Ｎ
）
を
用
い
て
上
級

部
隊
へ
画
像
伝
送
訓
練
を
行
う
と

と
も
に
、
除
染
所
の
開
設
・
運
営

見えない敵から部隊を守れ！

ま
た
第
３
０
３
シ
ス
テ
ム
防
護
隊

は
、
通
信
隊
の
野
外
サ
ー
バ
に
シ
ス

テ
ム
上
の
防
護
壁
を
設
置
し
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
兆
候
が
な
い
か
監
視
す

る
と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
た
場
合
の
対
処
要
領
に
つ
い
て
認

識
統
一
を
図
っ
た
。

予
行
を
実
施
し
た
。

あ
わ
せ
て
小
隊
訓
練
を
実
施
し
、
除
染

車
に
よ
る
汚
染
地
域
の
除
染
訓
練
を
反
復

演
練
し
て
、
各
人
の
練
度
向
上
及
び
隊
員

間
の
連
携
を
向
上
さ
せ
、
災
害
対
処
等
の

各
種
事
態
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

※避難退域時検査… 原子力災害等において、ＵＰＺ内の一時移転する住民に対して避難経路上で車両や衣服などに放射性物質が付着していないか
を調べる検査。



■
第
25
回
わ
か
し
ゃ
ち
国
体
記
念
事
業
青
少
年
銃
剣
道
大
会

団
体
戦
（
青
年
２
部
）
準
優
勝

第
50
普
通
科
連
隊

先
鋒

陸
士
長

平
石

敬
治
郎

中
堅

陸
士
長

岡
田

海
斗

大
将

陸
士
長

山
中

飛
龍

レクザムホール全景

無
線
機
取
扱
い

■
第
２
０
６
期
陸
曹
上
級
課
程

上
級
陸
曹
教
育
中
隊
長
賞

第
14
後
方
支
援
隊

１
等
陸
曹

森
本

陽

■
富
士
総
合
火
力
演
習
（
褒
賞
）

冨
士
総
合
火
力
演
習
教
導
団
長

第
14
情
報
隊

２
等
陸
曹

野
口

雅
人

炊
事
車
取
扱
い

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中
福
島
昭
洋
２
等
陸
尉
）
は
６
月
24
日
（
土
）
、

レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
（
香
川
県
高
松
市
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
45
回
自
衛

隊
高
松
定
期
演
奏
会
に
参
加
し
た
。

演
奏
会
第
１
部
を
第
14
音
楽

隊
、
第
２
部
を
海
上
自
衛
隊
呉

音
楽
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、

各
音
楽
隊
の
個
性
を
活
か
し
た

演
奏
を
行
っ
た
。
第
14
音
楽
隊

は
今
年
度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
課
題
曲
で
あ
る
「
レ
ト
ロ
」

戦
没
者
取
扱
い

トロンボーンのソロ演奏を行う大橋２曹
（写真：中央）

蛇
腹
鉄
条
網
構
成

５

「
記
念
撮
影
は
制
服
で
」

司令部付隊各個訓練

部

内

表

彰

第１４音楽隊

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８２号 令和５年（2023年）６・７月四 国

第
14
音
楽
隊

１
曹

能
見

勝
吾

妻

栞
理
さ
ん

野外救護のプロである普通科連隊の心強い迷彩の天使

平
事
も
有
事
も
訓
練
も
。

い
か
な
る
時
で
も
仲
間
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
任
務
で
あ
り
作

戦
遂
行
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
衛
生
科
。

今
回
は
、
衛
生
科
の
中
で
も
第
50
普
通
科
連
隊
に
配
属
さ
れ

た
田
中
３
曹
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
。

田
中
３
曹
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

主
に
中
隊
救
護
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
平
時
に
は
、
訓
練
し

て
い
る
隊
員
と
と
も
に
行
動
し
、
隊
員
が
負
傷
等
し
た
際
の
応
急
処
置

な
ど
が
主
な
任
務
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
私
は
、
准
看
護
師
、
救
急
救

命
士
の
国
家
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
有
事
の
際
は
救
急
救
命
行
為
が
実

行
可
能
な
第
一
線
救
護
衛
生
員
の
一
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
い
つ
い

か
な
る
時
も
知
識
と
技
術
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
練
成
に
励
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
他
と
し
て
、
現
在
は
、
格
闘
検
定
一
級
取
得
に
向
け
格
闘
練
成

に
励
ん
で
い
ま
す
。

周
り
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！
田
中
３
曹
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

配
属
さ
れ
て
か
ら
早
２
ヶ
月
で
す
が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
笑
顔
で

い
つ
も
周
り
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
田
中
３
曹
で
す

が
、
仕
事
熱
心
で
、
周
り
の
人
へ
の
思
い
や
り
も
あ
る
の
で
、
救
護
員

と
し
て
勤
務
し
た
際
も
隊
員
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
努
力
を
惜

し
ま
ず
、
向
上
心
の
あ
る
隊
員
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
中
隊
救
護
陸

曹
と
し
て
部
隊
で
活
躍
し
て
く
れ
る
姿
が
楽
し
み
で
す
。

趣味 スポーツ観戦（特に野球）
好きなスポーツ選手 大谷翔平選手
好きな食べ物 フライドポテト・白米
仕事上で愛用している物 「ＰＥＭＥＣ」という本です。
疾病の観察や処置などに役立つため訓練や救護の
際に活用しています。

准
看
護
師
の
資
格
は
、
自
衛
隊
札
幌
病
院
准
看
護
学
院
で
２
年
間
、

解
剖
生
理
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
を
受
け
、
自
衛
隊
札
幌
病
院
で
の
病

院
実
習
に
お
い
て
看
護
技
術
を
学
び
、
国
家
試
験
に
合
格
し
て
取
得
し

ま
し
た
。
准
看
護
学
院
卒
業
後
、
衛
生
学
校
の
救
急
救
命
士
課
程
に
入

校
し
、
部
外
病
院
で
の
実
習
も
含
め
て
主
に
緊
急
性
の
高
い
疾
患
へ
の

対
応
を
平
事
と
有
事
の
視
点
で
学
び
ま
し
た
。

部
隊
配
属
さ
れ
て
か
ら
２
ヶ
月
程
度
で
、
救
護
員
と
し
て
は
経
験
が

未
熟
で
す
が
、
隊
員
の
方
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
衛
生
科
隊
員
が

い
た
か
ら
安
心
で
き
た
」
と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
と
田
中
３
曹
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

第１４旅団司令部付隊

第５０普通科連隊
田中 弥生

（たなか やよい）
３等陸曹

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊

（
隊
長

菅
貴
光
３
等
陸

佐
）
は
、
６
月
上
旬
か
ら

「
司
令
部
付
隊
各
個
訓

練
」
を
開
始
し
た
。

本
訓
練
は
、
「
任
務
遂

行
に
必
要
な
練
度
の
保

持
」
を
目
的
と
し
て
、
司

令
部
勤
務
者
を
含
む
全
隊

員
を
対
象
に
継
続
的
に
訓

練
及
び
練
度
判
定
を
行
い
、

任
務
遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
際
、
多
職
種
混
成
で
編
成

さ
れ
る
司
令
部
付
隊
の
特
性
を
踏

ま
え
、
教
官
と
な
る
陸
曹
の
職
種

的
知
見
を
最
大
限
活
用
し
て
訓
練

効
果
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、

教
官
自
身
の
実
員
指
揮
能
力
の
向

上
も
図
っ
た
。

職
種
又
は
保
有
特
技
に
係
る
訓

練
を
指
導
す
る
隊
員
の
表
情
は
自

信
に
満
ち
溢
れ
、
普
段
以
上
に
頼

も
し
く
感
じ
た
。

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
と
の
合
同
演
奏
で
観
客
を
魅
了

第
45
回
自
衛
隊
高
松
定
期
演
奏
会

や
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
映
画
の
公

開
で
話
題
と

な
っ
て
い
る

「
リ
ト
ル
・

マ
ー
メ
イ
ド
・

メ
ド
レ
ー
」
等

の
楽
曲
を
演
奏

し
、
「
酒
と
バ

ラ
の
日
々
」
で

は
隊
員
の
独
奏

を
披
露
し
た
。

第
３
部
で
は

両
音
楽
隊
の
合

同
合
奏
に
よ
っ

て
「
聖
者
の
行

進
」
や
、
組
曲

「
宇
宙
戦
艦
ヤ

マ
ト
」
を
演
奏

し
、
大
人
数
に

よ
る
迫
力
の
あ

る
演
奏
で
会
場

旦
那
さ
ん
の
発
案
で
、
令
和
元
年
の
結
婚
以
来
毎
年
の

結
婚
記
念
日
に
写
真
屋
さ
ん
で
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

１
年
目
は
、
初
め
か
ら
私
服
は
ち
ょ
っ
と…

と
い
う
こ

と
で
、
ス
ー
ツ
と
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
綺
麗
目
な
写
真
に
な
り

ま
し
た
。

２
年
目
は
、
制
服
で
撮
り
た
い
と
の
旦
那
さ
ん
の
希
望

と
、
私
も
仕
事
柄
制
服
が
あ
る
の
で
各
々
制
服
で
パ
チ
リ
。

３
年
目
は
さ
す
が
に
私
服
か
な
と
思
い
き
や
、
旦
那
さ

ん
が
１
曹
に
な
っ
た
記
念
に
も
う
一
度
制
服
で
撮
り
た
い
、

と
。
ち
ょ
う
ど
私
の
職
場
で
も
制
服
が
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
の
で
、
ま
た
し
て
も
制
服
で
パ
チ
リ
。

４
年
目
の
今
年
は
も
う
制
服
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
今
の
演
奏
服
は
も
う
見
納
め
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
言
わ
れ
、
あ
ん
な
綺
麗
な
刺
繍
が
あ
る
演
奏

服
を
撮
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
私
の
強
い
希
望

で
旦
那
さ
ん
だ
け
演

奏
服
で
写
真
を
撮
り

ま
し
た
（
笑
）

今
の
と
こ
ろ
能
見

家
の
ア
ル
バ
ム
は
制

服
の
カ
タ
ロ
グ
と
化

し
て
い
ま
す
が
、
演

奏
服
が
も
し
来
年
新

し
く
な
る
の
な
ら
、

も
う
答
え
は
出
た
も

同
然…

⁉

の
観
客
を
魅
了
し
た
。

当
日
は
満
席
に
近
い
多
く

の
来
場
が
あ
り
、
幅
広
い
年

代
層
に
お
越
し
い
た
だ
き
演

奏
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
三
軒
屋
駐
屯
地
警
備
支
援

（
褒
賞
）
三
軒
屋
駐
屯
地
司
令

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
士
長

勝
部

亮
太

第５０普通科連隊の隊員


